























































































































































































































































































































河面 加茂 居住地名 都宇 阿智 西阿知小学校 公共施設 浅口
撚河 撫川 居住地名 都宇 間人 玉島黒崎 居住地名 浅口
深井 二子 居住地名 都宇 船穂 船穂 居住地名 浅口
駅家 矢部 居住地名 都宇 占見 占見 居住地名 浅口
大市 大内 居住地名 窪屋 川村 鴨方 居住地名 浅口
阿智 阿智神社 土地利用 窪屋 小坂 小坂東 居住地名 浅口
美貴 三須 居住地名 窪屋 拝師 林 居住地名 浅口
真壁 真壁 居住地名 窪屋 大島 大島中 居住地名 浅ロ
軽部 軽部 居住地名 窪屋 実成 東三成 居住地名 小田
庭瀬 JR庭瀬駅 駅 賀夜 拝慈 小林 居住地名 小田
板倉 板倉 居住地名 賀夜 草壁 里山田 居住地名 小田
足守 足守 居住地名 賀夜 小田 小田 居住地名 小田
大井 大井 居住地名 賀夜 甲弩 甲弩 居住地名 小田
阿曽 東阿曽 居住地名 賀夜 魚渚 笠岡 居住地名 小田
服部 服部 居住地名 賀夜 駅家 毎戸 居住地名 小田
八部 総社 居住地名 賀夜 出部 小平井 居住地名 小田
生石 高松田中 居住地名 賀夜 荏原 荏原小学校 公共施設 後月
刑部 刑部 居住地名 賀夜 県主 県主神社 土地利用 後月
日羽 JR日羽駅 駅 賀夜 出部 出部小学校 公共施設 後月
多気 宇甘川 自然地名 賀夜 足次 天神山 居住地名 後月
巨勢 巨瀬町 居住地名 賀夜 駅家 高屋町 居住地名 後月
有漢 有漢 居住地名 賀夜 石蟹 JR石蟹駅 駅 哲多
穂太 穂井田郵便局 郵便局 下道 新見 JR新見駅 馬尺 哲多
入田 箭田 居住：地名 下道 神代 JR神代駅 駅 哲多
迩磨 上二万 居住地名 下道 野馳 JR野馳駅 駅 哲多
曽能 有井 居住地名 下道 額田 千屋郵便局 郵便局 哲多
秦原 南秦 居住地名 下道 大飯 本郷郵便局 郵便局 哲多
水内 原 居住地名 下道 中井 中井 居住地名 英賀
訓代 久代 居住地名 下道 水田 水田 居住地名 英賀
近似 落合町近似 居住地名 下道 砦部 砦部 居住地名 英賀
成羽 成羽 居住地名 下道 刑部 JR小阪部駅 駅 英賀
弟騎 川上小学校 公共施設 下道 丹部 JR丹治部駅 駅噛 英賀
穴田 宇治町穴田 居住地名 下道 林郷 豊永郵便局 郵便局 英賀
湯野 湯野郵便局 郵便局 下道




田上 山田 居住地名 下道
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　小田郡の駅家郷は毎戸遺跡が相当し、後月郡の駅家郷は井原市高屋町に想定されているのでエ7、そ
れぞれ毎戸と高屋町を選択した。
　哲多郡の額部郷と大飯郷は、それぞれ遺称地が存在しないのだが、哲多郡の郷の配置を考えると新
見市哲多町一円と新見市野屋の二つの地区に、どちらかが存在したと考えるのが最も合理的であり、
便宜的に大飯郷は哲多町本郷にある本郷郵便局の位置とし、額部郷を新見市千屋の千屋郵便局の位置
とした。
　英賀郡叡断も遺訓地不明だが、「大日本地名辞書」は新見市唐松・草間・豊永といったカルスト台
地上を想定する。さしあたりその中心に位置する豊永郵便局の位置を選択した。
　以上の郷をDEMにより復原した地形図上にプロットし、それぞれのポイントから半径1km・2km・
3km・5kmの同心円を描くとともに、それぞれのポイントを起点としてティーセンポリゴンを描くこ
とで空間を分割し、重ね合わせた。これが計算上の郷の範囲である。また近世の郡堺に引きずられる
ことなく、古代の郡郷編成の特徴をつかむために、ティーセンポリゴンを郡別に色分けし計算上の郡
堺を示した（図3）。
　（2）推定伝路
　さらに、国衙から郡衙への道と郡衙問の道、郡衙と各郷とを結ぶ道を計算した。それぞれの代替ポ
イントは以下のように定めた。
　まず、姦直の国衙は発掘により確認されていないため、国衙の代替ポイントとして、備中総社宮に
近接するJR東総社駅を選択した。
　国内の郡衙についてもこれと同様、便宜的にポイントを付した。はじめに悪血郡だが、足守川と山
陽道が交差する一帯に広がる津寺・政所遺跡で、南北120m・東西90mの区画内に東西方向に揃えた
掘立柱建物13棟が検出され、円面硯をはじめ瓦など多数の遺物が発掘されており、都宇郡衙の可能性
が想定されている18。そのため近接する都宇郡河面郷のポイントを郡衙代替ポイントとした。
　また、担屋郡衙については、「郡殿」と記された墨書土器や多数の畿内系土師器、規則的に配置さ
れた大型建物・倉庫が総社市三須の三須河原遺跡より発見されており19、このあたりに郡衙本体が存
在した可能性が高いだろう。そこで、便宜的に窪屋郡混織郷のポイントを郡衙代替ポイントとした。
　賀夜盗については、何の根拠もないが、さしあたり郡名寺院である栢寺廃寺の所在する服部郷を選
択した。
　下道郡についても同様、根拠はないが、便宜的に、この地域最大の後期古墳である箭田大塚古墳と
七世紀代に遡る寺院の蓮田廃寺が存在する八田郷を選んだ。
　浅口郡については、まったく何の根拠もないが川村郷を便宜的に選んだ。
　小田郡については、矢掛町小田に郡上・風前・郡脇などの字名があることから、この近辺に小田郡
衙が所在したものと考えられる。さしあたりこのあたりに存在したと考えられる小田郷のポイントを
郡衙代替ポイントとした。
　後月郡についても、何ら手掛かりが見あたらないが、便宜的に県主郷のポイントを郡衙代替ポイン
トとした。
17　高橋美久二『古代交通の考古地理」大明堂、1995年。
18　「津寺・政所遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』20　岡山県教育委員会、1990年。
19　「三須河原遺跡」「総社市埋蔵文化財発掘調査報告」162003年。
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　哲多郡については、新見市哲西町の二野遺跡で、五棟以上の堀立柱建物や柵列が検出されており、
哲多郡衙の可能性が指摘されている20。例外的に最も近接するJR矢神駅の位置を代替ポイントとし
た。
　英賀郡については、真庭市北房町の谷尻遺跡が備中北部有数の広大な複合遺跡で、谷尻遺跡赤茂地
区からは南北に方位を揃えた総柱建物1棟を含む3棟の掘立柱建物、3点の円面硯片、4点の箆書土
器が検出されている21。同じく円面硯や多数の瓦を検出した真庭市北房町の小殿遺跡とともに22、英
賀郡衙の可能性が考えられている。便宜的に近接する水田郷を郡衙代替ポイントとした。
　以上のポイントを相互に結ぶ道が推定血路ということになる。道の算出手順だが、まず、地形の標
高データDEMより、単位となる30mメッシュの土地毎の傾斜を求める。この傾斜をコストと考え、
コストの最も低い、すなわち傾斜の緩いルートを傾斜方向に従って選択することで、最短経路を描い
た。以上の処理には（株）ESRIのArcGISを利用した。それぞれの郡衙：代替ポイントを起点とした
加重コストと傾斜方向を計算し、国内の他の郡衙への道を求め、それを重ね合わせた。また各郡衙に
対する郡内諸郷のポイントからの道を求め、郡内路とした。参考までに、国衙までの国内諸郷からの
道も求め、重ね合わせた。このようにして描いた仮想備中国図が図3である。
　「出雲国風土記」に倣って、備中国の推定伝路を表現すると次のようになるだろう。
　まず基点は、国の東の境、隣接する備前との国境の山陽道が通過するポイントに求められる。その
場合、備前国境には賀夜郡坂倉郷が接しているが、賀夜郡衙が服部郷にあるとするならば、国の東の
堺より西に去ること数里にして都宇郡衙に至ることになる。そして、都宇郡から国衙への推定伝心は
西北方向にすすみ（便宜的に托北道。以下同じ）、山陽道はそのまま西進するので（正面道）、都宇郡
衙のあたりで山陽道は分岐することになる。
　都宇郡衙から西北方向に分岐した托北道は言忌郡衙、：三須郡衙をへて国衙に至る。そして、国衙か
らは、哲多郡や英賀郡など北部の郡へと向かう道と、下道郡・小田郡・後月郡・浅口郡など西部に向
かう道が伸びるが、西に向かう道は、高梁川左岸で山陽道に合流し、高梁川を渡河する。渡河してか
らは、小田川に沿って走る山陽道のルートに従って、下道郡衙・小田郡衙・後月郡郡衙に至るだろう
（正西湘）。そして後月郡衙より西のかた数里にして、国の西の堺に至ることになる。
　シミュレーションでは高梁川を考慮していないので、浅口郡への推定馬路は窪屋郡を南下して、河
口域で渡河し西進するが、山陽道にしたがって高梁川を渡り、現在の倉敷市二万近辺で南下してJR
山陽本線に沿って海岸沿いを西進した可能性もあるだろう。いずれにせよ山陽道よりも南を西進する
磁路が存在したはずである（南西道）。
　次に備中北部への推定出路だが、哲多郡については、郡衙代替ポイントをJR矢神駅に置いたため、
国衙＝代替ポイントのJR東総社駅より高梁川に沿って北上し、分岐して広島県道・岡山県道107号奈
良備中線のルートで成羽川を遡り、岡山県道313号大野部備中線でさらに北上して、野馳方面に抜け
矢神に至るルートを選択している（西北道）。これがもっともコストの低い最短の道だが、「和名類聚
抄』での郷の配列は、石蟹・新見・神代・野馳・額部・大飯であり、石蟹から野馳までは、JR伯備線・
芸備線に沿って南から順番に並んでいるので、国道180号線・高梁川にそって南から北に上がるルー
トがとられた可能性もあるだろう。石蟹・新見・神代郷と国衙代替ポイントのJR東総社駅を結ぶ最
20　「二野遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』15　岡山県教育委員会、1977年。
21　「谷尻遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」11岡山県教育委員会、1976年。
22　「小殿遺跡・英賀廃寺」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』38　岡山県教育委員会、1980年忌
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図3　仮想備中国図（黄色は山陽道、太い朱線は推定伝路）
短パスは、国道180号線のルートである。
　英賀郡の場合、推定懇懇は、国衙＝代替ポイントのJR東総社駅より国道180号線のルートで高梁川
に沿って北上し、高梁市津川町今津から国道313螺線のルートで有漢川に沿って東北に向かい、多和
山峠を越えて備中川に沿って、真庭市北房町中津井から同北房町水田に至るものである（東北道）。
（3）英賀郡という領域
備中の基本的骨格をなしたのは高梁川であり、高梁川右岸は支流の成羽川・小田川の流域が下道郡・
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小田郡・後月郡に編成され、それ以外の瀬戸内海沿岸部が浅口郡に編成された。高梁川左岸では都宇
郡・窪屋郡・賀夜郡が置かれるが、総社市井尻野辺で東へと分流した高梁川の旧河道の北側が賀夜郡、
南側が窪屋郡とされ、分流した高梁川と足守川が合流して、瀬戸内海に注ぐ河口部は由宇郡に編成さ
れた。備中南部では、郷のポイント間の距離が2km以下のものも多くあるように、この地域は当時、
有数の人離密集地帯であった。
　備中北部の場合、近世では新見は英賀郡に含まれ、哲多郡と英賀郡は高梁川を境に分かれるように
なるが、古代では新見は哲多郡に属していた。そのため古代の哲多郡は、高梁川支流の神代川・本郷
川の流域を含めた高梁川上流域を編成したものであったろう。
　問題は英賀郡で、郡北部を流れる小阪部川は高梁川水系に属するが、郡南部の備中川は東流して旭
川に注いでいる。つまり英賀郡は、水系とは別の論理で編まれていたのだが、この点の鍵となるのが
道である。英賀郡の郡内路を復原すると、現在の真庭市北房町砦部から、中国自動車道に沿って新見
市大佐田治部へと北上し、そこから小阪部川にそって上流の新見市大佐小阪部に至る、おおよそ現在
の岡山県道58号北房川上線のルートがそれにあたる。英賀郡までの推定伝路と合わせると、備中の東
北部を縦に走る道筋を復元できるのだが、この道は寛永の国絵図でも確認できる。寛永の国絵図では、
英賀郡内の中津井村から北上し、小阪部村から大井野村をへて蓬峠を抜け伯書に至る道が描かれてい
る（図4）。
　これは上述のルートで新見市大佐小阪部に至ったのち、岡山県道・鳥取県道112号大佐日野線で小
阪部川沿いに北上し、大佐上刑部より岡山県道317号守屋実大佐線で大井野川に沿って西北方向に上
がり、大井野上組から岡山県道443号大井野弊屋花見線で新見市轡屋井原の字「蓬」に抜けて、そこ
から北上して国境をこえる道である。現在は国道180号線で明智峠を越えるのが一般的だが、明智峠
より一一つ東の峠が蓬峠である。今は車が通わない徒歩道として痕跡を残すにすぎないが、寛永の函館
騨準．業押警一t－t舞、照広州響ヒ饗騨芒耀撃讐野マ避一零．質箏さ響；聖・’．「…’噛厭側目’
??
図4　寛永備中国絵図の英賀郡を縦走する富者への道（Tl－30）
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図には、「松山ヨリ伯者国蓬峠通道拾三里半八町」とある。この道を軸に編成されたのが英賀郡であ
った。
　では、この道はどのような意味をもったのだろうか。この点を考える上で注目したいのが、備中と
備後の北部に刑部や丹比部（腹部）、額田部が広く分布することである。実は、これらを管掌したと
される刑部臣・四王部臣・額田部臣23を確認できるのは出雲だけである。英賀郡の刑部（小阪部）・丹
比部（田治部）、哲多郡の額田部は、そうした出雲の勢力との交渉を背景に存在するのであろう24。
試みに出雲国の額田部臣・刑部臣・丹比部臣（腹部臣・朝臣）の存在した島根・秋鹿・意宇・出雲・
仁多の諸郡の代替ポイントと備中と備後の額田部・丹比部・刑部を、以上に述べたのと同様の方法で
結んだのが図5である。
図5　中国山地の刑部・丹比部・額田部（縫箔が英賀郡）
　これによると、英賀郡の刑部と丹比部は、蓬峠よりもう一つ東の峠で出雲と結ばれている。新見市
大佐小阪部から、岡山県道・鳥取県道112号大佐日野線で、小阪部川を遡り大井野・伏谷・君山をへ
て四十曲峠の伯書側の日野町板井原にぬけ、国道181号線（出雲街道）に接続するルートである。こ
のルートは、寛永の国絵図では省略されているが、正保の国絵図（池田家文庫Tl－32　図6）、元禄
の国絵図（池田家文庫T1－21）に「番木馬」としてみえる。こちらは現在も県道として整備され利
用されているが、蓬峠とともに古来より存在したのであろう。中国山地越えはどこも難所であり、冬
23　岸俊男「『額田壁心」と倭屯田」『日本古代文物の研究』塙書房、1988年。
24　今津勝紀「古代吉備地域の部の分布をめくる若干の考察」（平成17年～平成19年度科学研究費補助金（基盤研究（B））
　研究成果報告書『空間清報科学を用いた吉備中枢地域の考古学的研究』研究代表者　岡山大学文学部教授・新納泉）、
　2008年。
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は積雪により閉ざされ、牛馬も通わないのだが、これらの道は、伯書に通じるだけでなく、その先の
出雲とも結ばれていたのである。
おわりに
　七世紀中葉の孝徳朝に建てられた評は大宝令で郡へと変更され、「国・郡・里（郷）」の地方行政組
織が成立する。こうした領域による人々の区分は、古代になってはじめて生み出されたものだが、古
代に成立した国郡制の枠組みは、多少の意味や形を変えながらも継承され、その後の列島社会を規定
し続けることとなる。
　現在では、こうして区分された領域を正確な空間情報として知ることが可能であり、それを自明の
ものとして了解し、そうした正確な難問情報の存在を前提にして、物事を発想したりもしている。こ
の場合、いわば、私たちの認識の枠組みすらも規定していることになるのだが、翻って考えてみるに、
当時の人々はこうした正確な空間情報を知り得ないのであり、彼らが私たちとは異なる認識方法をも
っていたことは間違いない。そうした当時の人々の空間認識の方法を難くことは、領域がどのように
編成されたのか、その論理をたどることに他ならず、こうした作業のなかから古代に成立した領域の
もつ意味を理解することも可能になるだろう。
　これまで古代史研究では、地域支配の内容や地域社会の在り方など、これをどのようなものとして
理解するかを巡って、長い間議論がなされてきた。ここでその詳細をたどることはしないが、郡や里
といった行政組織の解明は、古代史研究の最も得意とするところであり、郡司の支配の特質などはそ
ういった垂直的分析のなかから導かれたものである。しかるに、こうした郡や里（郷）が明確な境界
をもつか否かを別にして、実態としては領域的に展開するものである以上、これを空間として捉え直
してみることも有効であろう。古代の地域史をより豊かなものにする上で、空間分析は重要な切り口
であると考える。
図6　正保備中国絵図の明智峠・蓬峠・番木峠（T1－32）
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